
イオン液体を素材とする新しい
材料科学の創成

① 次世代高速不揮発性メモリIL-CBRAM

② 液式デシカント空調機用イオン液体の開発

イオン液体内包型抵抗可変メモリで革新的な省エネ
高性能コンピュータの実現を目指す

イオン液体水溶液の水蒸気吸放出機構を解明
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フラッシュメモリの1/10の低
電圧，1万倍の高速で動作し，
100万回以上書換可能な不揮発
性メモリ

次世代高速不揮発性メモリIL-CBRAMの開発①
研究テーマ：CBRAMに内包させるイオン液体デザイン



液式デシカント空調機用イオン液体の開発

3

②

我々が提案する
イオン液体デシ
カント空調機[1]

[1] Green Energy & Environment, 2019, 4, 139-145.

研究テーマ：優れた調湿機能を持つイオン液体のデザインと⽔蒸気吸放湿機構の解明

Chilly Dry Air
Hot Wet Air換気しつつ乾燥

した冷気を発⽣
逆転させると冬季に
は「加湿した温⾵」
を室内に導⼊可能



イオン液体デシカント空調機

4

換気しつつ除湿も加湿も可能な省エネ空調機

⽼⼈介護施設
病院(特に集中治療室）

クルマ

学校

学校

⼩型化

⼀般住宅

閉鎖空間での疾病感染を防ぐ
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USBメモリの1/10の低電圧で
動作し100万回の書換可能な
大容量の高速不揮発性メモリ
電磁パルスの影響なし！

消費電力1/10の超省エネコンピュータができるかも

イオン液体内包高性能抵抗可変型メモリ素子

�����

独自の分子を創る

国際学会で基調講演・プ
レナリー講演を⾏った
テーマ

5

生体触媒，フッ素化学，
鉄触媒反応，イオン液体，
電子デバイス
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酵素反応の化学的制御でキラル合成ブロックを創る

S

化学と珍奇で攻める！
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糖を鋳型にする反応で軸不斉，面不斉分子を分ける
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アメリカ化学会
C&ENews
(Sept. 4, 1995)
で紹介

フェロセ
ン誘導体
が抗マラ
リヤ薬に
なる

反応溶媒に着目した鉄触媒反応の開発

Fe

イオン液体と環境調和型有機合成で攻める！
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・イオン液体で
反応加速
・不可能を可能
にする溶媒
・溶媒固定触媒
リサイクル

イオン液体による酵素反応活性化
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Synthesis of Point-fluorinated Insect Pheromone

Eldana saccharina

Enzymatic Reaction
2,3-Wittig reaction
Radical cyclization
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ラジカル反応でポイントフッ素化フェロモンを創る
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Gem-ジフルオロシクロプロパンの合成と応用
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セルロース可溶性イオン液
体（特許第57946094号 ）
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省エネリグニン抽出

省エネバイオエタノール生産
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イオン液体によるバイオマス変換

第３の液体イオン液体

・燃えあがらない液体
・揮発しない液体
・性質をデザインできる液体
・特異な化学反応がおきる
・触媒リサイクルができる
・リサイクルできる液体
イオン液体の種類：可能性だけであれば＞1018
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ILs

イオン液体溶媒による酵素反応

セルロース溶解性
アミノ酸イオン液体

宇宙船用潤滑油

ルイス酸触媒
遷移金属触媒
用の反応溶媒

リチウム電池用
イオン液体
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抵抗可変型メモリ
の機能向上

グリコシル化用
イオン液体TAG

Redox 
Flow電池用
イオン液体

CO2吸収用
イオン液体
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液式デシカント用イオン液体


伊藤グループのイオン液体研究
����� 1998

NHKサイエンスゼロで紹介

�������� ��������

当研究所で研究を推進


